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ロードマップ作成の今後の検討の流れについて 

 
１．前回 WG（9/25）でのご説明について 
 
軽水炉燃料等の安全高度化ロードマップ検討 WG での進め方について、前回 WG にて、 

図１-１に示すように、 
・現状の安全余裕に関する分析、 
・安全余裕の明示化又は向上の必要性の高い項目についてのソフト、ハード両面を含

む多様な方策による検討、 
・安全余裕をバランスよく確保した後の燃料・炉心の高度化への対応又は更なる安全

余裕の継続的向上 
のフローで、主として現行の燃料設計をベースとした安全高度化を進めていくことがひと

つの案であることをご説明した。 
 その際、課題調査票に列挙されている個別の課題を、このフロー図に割り付けることで、

この検討フローの妥当性のひとつのチェックになるとともに、個別課題のそれぞれの位置

づけや過不足の確認にも有効ではないかとの意見も交わされた。また、現状の安全余裕に

関する分析の表現について、わかりやすくするよう表現の工夫の要望などがあった。 
 
２．今回のご説明 
 
２．１ 検討フローへの個別課題の割付 
前回の協議を踏まえ、Gr1 から Gr3 のそれぞれの課題調査票ごとに個別課題項目の位置

づけを、フロー図と参照させながら割付を試みた結果を、図２に示す。図２-１は Gr1 の

３種類の課題調査票について割り付けた結果であるが、フロー図のほぼ全体にわたって各

課題項目が分散していることがわかる。昨年度の課題調査票で挙げられた個別課題が、偏

りなく挙げられていることの証でもあるとともに、図２の割付から、個別課題の重複や類

似の課題の追加の必要性の検討にも有効であると考えられる。 
 
２．２ 検討の具体的ゴールのイメージ 
 前回の WG にて図１-１のフローについて、現状の安全余裕に関する分析の表現の工夫

などについて意見があったことも踏まえ、図１-２のように記載の見直しを行った。あわせ

て今後の進め方と検討の具体的なゴールとの関係をイメージしやすくするよう、図１-２の

ように追記（青字箇所）を行った。図１-２で追加した主な点は、 
  ・安全余裕のバランス良い（もれない）向上を図った燃料の姿のイメージ 
  ・安全性の向上や燃料の高度化のために国に提案していく必要な試験等のイメージ 



 前者については、現行の燃料設計をベースとして安全性を高める検討では、Gr4 の ATF
のようになかなか具体的なイメージを提示することは容易ではないが、個別の課題への対

応の検討と並行して、イメージ固めを行うことは、かえって WG 全体の検討の効率化にも

つながるのではないかと期待できる。 
 後者については、以下の３点から、必要な大型又は詳細な試験等の国プロ等への提案が

本検討 WG の成果としてありうるのではないかと考えられえる。 
  ・安全性を高める燃料の開発に関わる試験等 
  ・高度化燃料（高燃焼度化等）の開発に関わる試験等 

（従前の燃料高度化ロードマップでは、大半がこの部分） 
  ・安全性の限界の把握や評価の精緻化に寄与する試験等 
 
 以上について、WG 委員各位のご意見を伺いたく、協議をお願いするものである。 
 
                                   以 上 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

安全性向上後の展開 
すべての項目についての安全裕度の定量化と 
（一定以上の）裕度確保/増加の実現 炉心燃料の安全性の現状分析 

安全性強化の重点ポイント明確化 

安全評価手法の高度化・精緻化・高精度化 
・過度の余裕の排除 
・熱流動､燃料(棒/集合体)挙動､核ﾊﾟﾗ入力､等 

追加で必要と考えられる検討： 
・現状の評価項目の裕度洗い出し 
 
・BDBA（DEC,SA）まで広げた検討 
 ---DBA から離れるにしたがって 
  ｢安全裕度のもれなき確認・向上｣より

は、｢限界や現象の広くより精度よい理

解｣に近づく。また開発もより抜本的な

内容となると考えられる。 
 ---また BDBA では SFP 事故も含まれる 

炉心燃料分科会報告書での分析された

以下の具体的な推進（含､計画立て） 
・海外規制評価項目、評価条件との 
 ギャップ分析（現状未評価項目） 
・国内外関連新知見 
・異常な過渡変化止り＆燃料棒中心 

→ 計基準事故まで＆集合体の 
安全機能具体化 

安全機能維持の限界把握による基準値の見

直し（合理的な緩和） 

試験： 
燃料挙動及び安全限界の高精度の把握 
・照射材試験 
・詳細/高精度試験 
・大型試験、等 
機構論的検討： 

燃料の設計改良・開発 
（材料、構造の調整～大幅変更） 

その他の安全裕度向上のための検討 
・炉心運用・監視､ﾌﾟﾗﾝﾄ設備補強、他 

更なる安全性向上のための 
検討の継続・開発推進 

図１-１ 安全性の向上に主眼を置いたロードマップの流れのイメージ（協議のたたき台）       

定量化された、一定量以上の確

保された安全裕度をもとに、 
必要に応じた、円滑な炉心・燃

料の高度化への対応 
・高燃焼度化 
・炉出力向上 
・柔軟な運転サイクル対応 
・柔軟な負荷変動への対応 
・プルサーマル対応 
          等 

「要素・基盤技術の整備・強化」、「炉心燃料関連のインフラ（輸送・保管ｷｬｽｸ、等）」などの検討は、上記の大きな流れの検討と並行 

前回 WG（9/25）配布 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

安全性向上後の展開 すべての項目についての安全裕度の定量化 
と（一定以上の）裕度確保/増加の実現 

炉心燃料の安全性の現状分析 
安全性強化の重点ポイント明確化 

安全評価手法の高度化・精緻化・高精度化 
・過度の余裕の排除 
・熱流動､燃料(棒/集合体)挙動､核ﾊﾟﾗ入力､ 

等 

◆BDBA（DEC,SA）まで広げた検討 
 
・DBA から離れる（→SA）にしたがって、 

｢限界や現象の広くより精度よい理解｣に 
近づく。また開発もより抜本的な内容とな 
ると考えられる。 

 
・炉心のみでなく SFP での BDBA の燃料安 

全性の評価と安全性向上も含まれる 

◆DBA までの網羅的分析 
 
・海外規制評価項目、評価条件との 
 ギャップ分析（現状未評価項目） 
・国内外関連新知見 

（上記 2 項は学会技術ﾚﾎﾟｰﾄに記載） 
 
・現状評価されている項目の安全裕度の 
 分析（裕度の増加が望まれる項目） 

安全機能維持の限界把握による基準値の見

直し（合理的な緩和） 

試験： 
燃料挙動及び安全限界の高精度の把握 
・照射材試験 
・詳細/高精度試験 
・大型試験、等 
機構論的検討： 

燃料の設計改良・開発 
（材料、構造の調整～大幅変更） 

その他の安全裕度向上のための検討 
・炉心運用・監視､ﾌﾟﾗﾝﾄ設備補強、他 

「要素・基盤技術の整備・強化」、「炉心燃料関連のインフラ（輸送・保管ｷｬｽｸ、等）」などの検討は、上記の大きな流れの検討と並行 

更なる安全性向上のための検討の継続・開

発推進 

高度化燃料の開発・適用 
 
定量化された、一定量以上の確保され

た安全裕度をもとに、円滑な炉心・燃

料の高度化への対応 
・高燃焼度化 
・炉出力向上 
・柔軟な運転サイクル対応 
・柔軟な負荷変動への対応 
・プルサーマル対応  等 

RM への反映 及び 国プロ等試験の具体化 

・高度化のための燃料仕様と性能検討 
 
 
 
・高度化対応の燃料仕様と使用条件で

の安全裕度の評価・確保 
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把握するための試験等 

安全性を高める 
燃料の開発試験等 

高度化燃料等の 
開発試験等 

今回（12/9）： 
青字部分が見直し・追記 

図１-２ 安全性の向上に主眼を置いたロードマップの流れのイメージ（協議のたたき台）       



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3. 安全性向上後の展開 2. すべての項目についての安全裕度の定量化と裕度確保/増加の実現 1. 炉心燃料の安全性の現状分析 ＆ 安全性強化の重点ポイント明確化 

安全評価手法（含､燃料機械設計手法）の高度化・精緻化・高精度化 Gr2,Gr3 関与 
・過度の余裕の排除 
・熱流動､燃料(棒/集合体)挙動､核ﾊﾟﾗ入力､等 
3.通常時から B-DBA までの燃料挙動予測技術の維持向上（【DB-4】＋B-DBA) 
2.通常時から異常過渡時までの燃料挙動予測技術の維持向上 
10.B-DBA 条件での燃料挙動の把握・予測技術の維持向上 
 
9-2【DB-8】LOCA 時の燃料挙動、燃料破損限界、燃料破損がもたらす影響等の評価（6-2） 
9-1【DB-7】RIA 時の燃料挙動、燃料破損限界、燃料破損がもたらす影響等の評価（6-1） 
9-3【DB-9】RIA 時及び LOCA 時燃料挙動解析技術の維持向上(6-3【DB-9】RIA 時及び-----) 
 
5. 炉心解析技術の高度化   5-1 不確かさ評価技術及び安全余裕の定量評価技術の向上 
6.熱水力設計評価技術の高度化（熱水力試験実施、評価コード開発） 
 
2-2-3 水質環境/CRUD の燃料挙動への影響評価データ拡充/予測精度向上、 

1.2 （炉心燃料分科会報告書記載内容以外で）追加で必要と考えられる検討： 
 
・現状の評価項目の裕度洗い出し 
 
  （------現時点での整理票では、明確な課題としては特に挙げられていない。） 
 
 
・BDBA（DEC,SA）まで広げた検討 Gr4 関与 
  - 原子炉内 

3.通常時から B-DBA までの燃料挙動予測技術の維持向上（【DB-4】＋B-DBA) 
 

- SFP 内 
   11 貯蔵時燃料健全性維持 

1.1 炉心燃料分科会報告書での分析された以下の具体的な推進（含､計画立て） 
・海外規制評価項目、評価条件とのギャップ分析（現状未評価項目） 
・国内外関連新知見 

→ 計基準事故まで、かつ集合体も含めた安全機能評価の具体化 
1. 燃料被覆管の機械的破損に関わる考慮事項（閉込め機能） 

2-4 燃料棒内圧（1-1 燃料棒内圧） 
 2-5PCMI1%歪基準の適用性(1-2PCMI1%歪基準の適用性(全歪／塑性歪)  
 2-6 遅れ水素割れ(DHC)（1-3 遅れ水素割れ(DHC)） 
 2-7SCC PCI 評価の具体化・定量化の動き(1-4SCC PCI 評価の具体化・定量化の動き) 

2-8 燃料の内圧，腐食，中心溶融防止に対する基準類の明確化 
  （1-5 燃料の内圧，腐食，中心溶融防止に対する基準類の明確化） 
 2-9 歪以外の機械的破損に着目した多様な閉込め機能評価(含む被ばく評価) 
 （1-6 歪以外の機械的破損に着目した多様な閉込め機能評価(含む被ばく評価)） 

2-10RIE PCMI 破損エンタルピの指標 (1-7RIE PCMI 破損エンタルピの指標) 
 
4.燃料集合体の安全機能評価の条件に関わる考慮事項（止める機能、冷やす機能） 
6-12 照射に伴う特性変化を考慮した燃料集合体の安全機能への影響 
 
3.LOCA 時又は LOCA 後の燃料被覆管の冷却性に関わる要求（冷やす機能） 
6. RIA/LOCA 時の影響評価と燃料挙動予測技術の維持向上 

6-4 新 ECCS 基準 
6-5 LOCA 再循環冷却時の原子炉容器内のほう酸析出(PWR) 
6-6 LOCA デブリの炉内での閉塞の可能性及び崩壊熱除去への影響評価 
6-7 LOCA 後の地震に対する燃料棒の冷やす機能の評価 
6-8 LOCA 時の被覆管の膨れ，ペレットの移動及び被覆管の破裂に伴うペレット片の炉内

への放出 
6-9 漏えい燃料に対する事故時の安全性の考え方 
6-10 地震と LOCA の重畳評価 
6-11 LOCA 時のグリッド変形による集合体機能及び安全解析への影響 

5-2【DB-6】LOCA 時及び LOCA 後の燃料冷却性評価 
9-2【DB-8】LOCA 時の燃料挙動、燃料破損限界、燃料破損がもたらす影響等の評価（6-2） 
 
5-1【DB-5】RIA 時及び RIA 後の燃料冷却性評価 
9-1【DB-7】RIA 時の燃料挙動、燃料破損限界、燃料破損がもたらす影響等の評価（6-1） 

安全機能維持の限界把握による基準値の見直し（合理的な緩和） 
2-2-1 燃料被覆管の破損評価クライテリアへの新技術・新知見反映 
2-2-2 PCI 破損評価に関する規格/基準の高度化 
 

試験：燃料挙動及び安全限界の高精度の把握 
・照射材試験 
・詳細/高精度試験 
・大型試験、等 
7.炉心解析技術、熱水力設計評価技術を支える 3 次元ボイド率実証データ取得 
8-1【DB-16】燃料の破損限界試験（異常過渡時まで） 
8-2 燃料の DBA（RIA/LOCA）総合試験 
5-3 燃料の DBA（RIA/LOCA）総合試験 
 
 
機構論的検討： 
12.燃料挙動素過程研究に関する技術の維持・向上・再構築 
(8. 燃料挙動素過程研究に関する技術の維持・向上・再構築) 

燃料の設計改良・開発（材料、構造の調整～大幅変更） 
---- 水素吸収低減被覆管(J 合金等)､線出力密度低減構造(10×10)、等? 

1-1 経済性のある事故耐性燃料の設計 
1-2 事故耐性燃料の量産加工技術の確立 
2-1-1 改良材料の導入による信頼性向上 
（耐食性向上、水素吸収特性の向上、耐 PCI 特性向上、FP 放出低減、熱的余裕の向上など） 
2-1-2 機械設計改良による信頼性向上（異物混入を防止するフィルター性能の強化など） 
2-1-3 機械設計改良による安全余裕拡大（核設計の柔軟性を高める燃料棒配列見直しなど） 
2-1-4 炉心構成要素の信頼性向上（制御棒など） 

その他の安全裕度向上のための方策（炉心運用・監視､ﾌﾟﾗﾝﾄ設備補強、他）Gr3 関与 

「要素・基盤技術の整備・強化」、「炉心燃料関連のインフラ（輸送・保管ｷｬｽｸ、等）」などの検討は、上記の大きな流れの検討と並行   Gr3 も関与 
------1. 長期貯蔵による燃料被覆管の健全性評価技術の高度化、5. 使用済燃料の長期貯蔵による健全性評価技術の高度化、 

2-2-5 燃料長期保管時の健全性評価データ拡充/予測精度向上、基準・ ガイドライン作成、5-2 核データ評価技術の継承と高度化及び核データの整備、 8-3 技術情報基盤整備（7 原子力安全確保のための技術情報基盤の整備）、 

更なる安全性向上のための検討の継続・開発推進： 
 
10.B-DBA 条件での燃料挙動の把握・予測技術の維持向上 
 

図２（１/３） 安全性の向上に主眼を置いたロードマップの流れのイメージ ＋ Gr１課題調査票 課題項目の書き込み・割付け      

定量化された、一定量以上の確保された安全裕度をもとに、

必要に応じた、円滑な炉心・燃料の高度化への対応 
・高燃焼度化 
・炉出力向上 
・柔軟な運転サイクル対応 
・柔軟な負荷変動への対応 
・プルサーマル対応、等 

2-1-5 燃料の長寿命化（ウラン燃料、MOX 燃料） 
4. 現行軽水炉燃料の高度化 
（省ウラン、高燃焼度化、スペクトルシフトなど） 
4-2【DB-11】高度化燃料の材料開発/照射挙動評価 
4-3【DB-12】高度化 MOX 燃料仕様燃料の開発 

 
（究極の高度化として？）革新的燃料 

1-1 経済性のある事故耐性燃料の設計 

・高度化のための燃料仕様と性能検討 
 （Gr4 の ATF はここが Start Point か） 
 
 
 
 
 
 
 
・高度化対応の燃料仕様と使用条件での安全裕度の評価・

確保（1.1、1.2 と同じ検討） 
 
 
 

Gr１課題調査表の各項目の識別 
緑色：Gr1-1 【S111M107_d18-1】燃料の信頼性向上と高度化 
青色：Gr1-2 【S111M107_d18-2】燃料の信頼性向上（燃料の基準等整備と安全裕度評価手法の明確化） 
茶色：Gr1-3 【S103_b07】廃棄物・使用済燃料長期保管に向けた健全性評価技術、管理技術の高度化 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3. 安全性向上後の展開 2. すべての項目についての安全裕度の定量化と（一定以上の）裕度確保/増加の実現 2. 炉心燃料の安全性の現状分析 ＆ 安全性強化の重点ポイント明確化 

安全評価手法（含､燃料機械設計手法）の高度化・精緻化・高精度化 Gr2,Gr3 関与 
・過度の余裕の排除 
・熱流動､燃料(棒/集合体)挙動､核ﾊﾟﾗ入力､等 
 
■設計基準事象 
・TRAC 等の最適評価（BE）システムコードの安全解析（Non-LOCA/LOCA）への適用 
・BEPU 手法（BE コードを用いた統計的安全評価手法）の安全解析への適用 
・安全解析・安全設計（Non-LOCA/LOCA）コードの高度化 
・BEPU 評価で用いる不確かさデータの整理・継続的拡充 
 
.■設計基準を超える事象： 
・過酷事故解析コード、汎用熱流動解析コードの高度化 
・過酷事故解析コード、汎用熱流動解析コードのモデルの不確かさデータの整理・継続的補充 
・SFP 重大事故時の燃料被覆管の温度上昇・燃料破損等の事象進展を再現できる解析手法

（MAAP、SAMPSON 等）の高度化 
（① 気中の被覆管酸化モデルの高度化、②スプレイ冷却モデルの高度化） 

1.2 （炉心燃料分科会報告書記載内容以外で）追加で必要と考えられる検討： 
 
・現状の評価項目の裕度洗い出し 
 
  （------現時点での整理票では、明確な課題としては特に挙げられていない。） 
 
 
・BDBA（DEC,SA）まで広げた検討 Gr4 関与 
  -原子炉内 

 
 

-SFP 内 
    
 

1.1 炉心燃料分科会報告書での分析された以下の具体的な推進（含､計画立て） 
・海外規制評価項目、評価条件とのギャップ分析（現状未評価項目） 
・国内外関連新知見 

→ 計基準事故まで、かつ集合体も含めた安全機能評価の具体化 
 

安全機能維持の限界把握による基準値の見直し（合理的な緩和） 
 

試験：燃料挙動及び安全限界の高精度の把握 
・照射材試験 
・詳細/高精度試験 
・大型試験、等 
.■設計基準を超える事象： 
・過酷事故解析コード、汎用熱流動解析コードのモデル高度化に資する試験 
・福島第一原子力発電所の廃炉時に得られる知見の適用 
・SFP が冷却機能を喪失した場合を想定した国内外の試験・研究の調査 
 
機構論的検討： 

燃料の設計改良・開発（材料、構造の調整～大幅変更） 
---- 水素吸収低減被覆管(J 合金等)､線出力密度低減構造(10×10)、等? 

 

その他の安全裕度向上のための方策（炉心運用・監視､ﾌﾟﾗﾝﾄ設備補強、他）Gr3 関与 
・燃料損傷の影響を緩和するための燃料配置手法の構築 

「要素・基盤技術の整備・強化」、「炉心燃料関連のインフラ（輸送・保管ｷｬｽｸ、等）」などの検討は、上記の大きな流れの検討と並行   Gr3 も関与 
------  （使用済燃料乾式貯蔵）キャスク設計への３次元モンテカルロ解析適用性検討、外的影響を考慮したキャスクの設計検討、 

更なる安全性向上のための検討の継続・開発推進： 
 
 
 

図２（２/３） 安全性の向上に主眼を置いたロードマップの流れのイメージ ＋ Gr２課題調査票 課題項目の書き込み・割付け      

定量化された、一定量以上の確保された安全裕度をもとに、

必要に応じた、円滑な炉心・燃料の高度化への対応 
・高燃焼度化 
・炉出力向上 
・柔軟な運転サイクル対応 
・柔軟な負荷変動への対応 
・プルサーマル対応、等 
 
 
 
（究極の高度化として？）革新的燃料 

 

・高度化のための燃料仕様と性能検討 
 （Gr4 の ATF はここが Start Point か） 
 
 
 
 
 
 
 
・高度化対応の燃料仕様と使用条件での安全裕度の評価・

確保（1.1、1.2 と同じ検討） 
 
 
 

Gr２課題調査表の各項目の識別 
緑色：Gr2-1 【S112M107_d08】安全解析手法の高度化 
青色：Gr2-2 【S111M107_d09】使用済燃料の安全評価技術の高度化 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

3. 安全性向上後の展開 2. すべての項目についての安全裕度の定量化と（一定以上の）裕度確保/増加の実現 3. 炉心燃料の安全性の現状分析 ＆ 安全性強化の重点ポイント明確化 

安全評価手法（含､燃料機械設計手法）の高度化・精緻化・高精度化 Gr2,Gr3 関与 
・過度の余裕の排除 
・熱流動､燃料(棒/集合体)挙動､核ﾊﾟﾗ入力､等 
(1) 不確かさ評価技術及び安全余裕の定量評価技術の向上 
(15) 崩壊熱評価手法の高度化 
(5) 運転余裕評価手法の高度化開発（統計評価手法の適用等） 
(1)-1 リスク情報活用技術の高度化 
(1)-2 熱流動/炉心技術の高度化 
(1)-3 水化学技術の高度化 
(1)-4 機器健全性評価技術の高度化 
(1)-5 状態監視技術の高度化 
(2) 炉心解析技術の高度化（不確かさ評価技術および安全余裕の定量評価技術の向上等） 

1.2 （炉心燃料分科会報告書記載内容以外で）追加で必要と考え

られる検討： 
 
・現状の評価項目の裕度洗い出し 
 
  （------現時点での整理票では、明確な課題としては特に挙げ

られていない。） 
 
 
・BDBA（DEC,SA）まで広げた検討 Gr4 関与 
  - 原子炉内 
 

- SFP 内 
   11 貯蔵時燃料健全性維持 
 

1.1 炉心燃料分科会報告書での分析された以下の具体的な推進

（含､計画立て） 
・海外規制評価項目、評価条件とのギャップ分析（現状未評価項

目） 
・国内外関連新知見 

→ 計基準事故まで、かつ集合体も含めた安全機能評価の具体

化 
 安全機能維持の限界把握による基準値の見直し（合理的な緩和） 

 

試験：燃料挙動及び安全限界の高精度の把握 
・照射材試験 
・詳細/高精度試験 
・大型試験、等 
(4)  実験計画・測定技術の高度化 
(13) 座屈燃料に対する熱水力特性評価 
(14) 高度化燃料・高度化手法導入に向けた熱水力試験実施，評価コードの開発 

燃料の設計改良・開発（材料、構造の調整～大幅変更） 
---- 水素吸収低減被覆管(J 合金等)､線出力密度低減構造(10×10)、等? 

(4) 高信頼性燃料（材料）の開発 

その他の安全裕度向上のための方策（炉心運用・監視､ﾌﾟﾗﾝﾄ設備補強、他）Gr3 関与 
(5)未臨界度の絶対測定手法及び未臨界と判定できる実効増倍率（最大許容増倍率）の決定方法 
(6)燃焼度クレジットによる未臨界管理 
(1) 炉停止能力・反応度制御能力の向上 
(2) 制御棒システムの耐震性向上 
(3) スペクトルシフト効果拡大策の開発 
(6) 炉心監視機能の向上、運転余裕の明示化 
(7) 多様な制御棒構成を活用した出力急減機能の開発 
(8) プラント制御系／インターロック機能の強化 
(4)炉心監視機能の向上、運転余裕の明示化 

「要素・基盤技術の整備・強化」、「炉心燃料関連のインフラ（輸送・保管ｷｬｽｸ、等）」などの検討は、上記の大きな流れの検討と並行   Gr3 も関与 
(2) 数値シミュレーション技術の高度化(*)のための最適評価手法の開発、 (3) インベントリ・放射化高精度評価技術の高度化とクリアランスレベル設定への適用技術 
(7) 燃料サイクル施設における仮想臨界事故解析手法の高度化、 (8) 核データ評価技術の継承と高度化及び核データの整備、(9) 国産標準コードシステムの開発、国産断面積処理コードの整備 
(10) 核設計コードの標準（検証用）ベンチマーク問題の整備 

更なる安全性向上のための検討の継続・開発推進： 
 
 
 

図２（３/３）  安全性の向上に主眼を置いたロードマップの流れのイメージ ＋ Gr３課題調査票 課題項目の書き込み・割付け 

定量化された、一定量以上の確保された安全裕度をもとに、必要に

応じた、円滑な炉心・燃料の高度化への対応 
・高燃焼度化  ・炉出力向上   ・柔軟な運転サイクル対応 
・柔軟な負荷変動への対応   ・プルサーマル対応、等 
(11)DB-11 高度化燃料の材料開発/照射挙動評価 
(12)DB-12 高度化 MOX 燃料仕様燃料の開発 
 
 
 
（究極の高度化として？）革新的燃料 

・高度化のための燃料仕様と性能検討 
 （Gr4 の ATF はここが Start Point か） 
 
 
 
 
 
 
 
・高度化対応の燃料仕様と使用条件での安全裕度の評価・確保

（1.1、1.2 と同じ検討） 
 
 
 

Gr３課題調査表の各項目の識別 
緑色：Gr3-1 【S111M107_d17-1】炉心・熱水力設計評価技術の高度化 
青色：Gr3-2 【M107_d25】運転性能の高度化（事象進展抑制、停止機能、Ｌ／Ｆ等） 
茶色：Gr3-3 【S111M107_d24】プラント運用技術、炉心設計管理の高度化 


